
岐阜県Ｕ１５選手権大会開催可否 及び個人・チームにおける大会参加可否判断について 

＜基本となる考え方＞ 

・感染拡大を防ぐために、急遽、大会前や大会期間中に大会開催を中止及び停止することがあります。 

・現在の状況では、感染を完全に防ぐことはできません。感染したことに対する差別、誹謗中傷、不当な扱いがないようにしましょう。 

・この文章は「JBA バスケットボール活動再開に向けたガイドライン 第４版」を基本として作成しています。 

 

＜大会開催可否について＞ 

〇ＪＢＡガイドラインより 大会を中止とする判断は『参加チーム数の１０％以上の辞退チームが発生した場合』とする。これを岐阜県大会に当てはめる。 

〇大会開催可否に関わる辞退は「チーム内で体調不良者や濃厚接触者、陽性者が発生したために出場を控えたチームの辞退」とし、「チームの一身上の都合による辞

退」「コンディションの回復が見込めない」「ワクチン接種で大会参加が困難になった」などの理由についてはあてはめない。 

  ・男女８チーム以上の辞退チームが発生した場合、トーナメント開催を中止する。 

 ・大会が中止となった場合、全国大会への出場チームは、今年度開催された岐阜県中体連の結果を参考に県協会の推薦で決定する。 

 

＜体調不良者・濃厚接触者の定義＞ 

体調不良者 １．息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱などの強い症状のいずれかがある場合 

２．重症化しやすい方（高齢者や基礎疾患のある人）で、発熱やせきなどの比較的軽い風邪症状がある場合 

３．比較的軽い風邪が続く 

濃厚接触者 

※認定は保健所 

・陽性者と同居あるいは長時間の接触（車内、航空機内等を含む）があった者 

・適切な感染防護なしに陽性者を診察、看護もしくは介護していた者 

・陽性者の気道分泌液もしくは体液等の汚染物質に直接触れた可能性が高い者 

・その他：手で触れることのできる距離（目安として 1メートル）で、必要な感染予防策なしで、陽性者と 15分以上の接触があった者 

新型コロナウィルス感染

症が疑われる症状 
発熱、咳、呼吸困難、全身倦怠感、咽頭通、鼻汁・鼻閉、頭痛、関節・筋肉痛、下痢、嘔気・嘔吐など 

 

＜ワクチン接種に関わって＞ 

ワクチン接種の副作用により、発熱・倦怠感を生じる可能性があり、コンディション低下に繋がることがあります。比較的若年者に副反応は、強く出る傾向がある

と報告されています。少なくとも大会参加の 1 週間前には接種しないことを推奨します。理由として、発熱が参加可否判断になり得るためです。 

大会参加時には４日前からの発熱の有無を確認しますが、この際に発熱が生じている場合にワクチン接種の副反応によるものか、感染による発熱なのかの区別が

つかないため、発熱(37.5 度以上が目安)が生じていれば参加不可とします。よってワクチン接種証明があってもそれだけで参加可能とはしません。 



＜個人・チームの参加可否判断について＞ ※ガイドライン第４版より 

①体調不良者の発生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②陽性者の発生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個人】 

体調不良者の発生 

【チーム】 

４８時間前までの 

チーム活動の確認 

＜活動していた＞ 

チーム活動の２日間休止 

＜活動していない＞ 

チーム活動継続可能・大会参加可能 

症状発生から４８時間 

自宅待機 

症状消失から７２時間後 

活動再開可（体調を考えて） 

２日間の症状継続 

病院受診を検討 PCR検査の有無 PCR検査実施 陽性 

陽性反応が出た場合の

フローを参照 

陰性 PCR検査なし 

試合まで４８時間以内の場合 

試合参加を自粛 

【個人】 

陽性者の発生 

【チーム】 

保健所に連絡 

大会感染対策責任者に連絡 

 

＜活動していた＞ 

濃厚接触者が特定されるまで自粛 

保健所の指示に従い対応 

濃厚接触者以外での活動可能 

※保健所の指示に従って対応 

４８時間前までの 

チーム活動の確認 
濃厚接触者と特定されたら 

濃厚接触者のフローを参照 

＜活動していない＞ 

チーム活動継続可能・大会参加可能 

ワクチン接種の副反応による体調不良者【発熱等】も 

この対応に当てはめます 



③濃厚接触者の発生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○大会期間中は、試合の勝敗に関わらず選手及びスタッフに「陽性者の発生」があった場合、速やかに「感染対策責任者（部会長）」に報告する。 

 これはチームを管理するものとしての義務になります。感染拡大を防ぐために虚偽の報告をなさらないようにお願いします。 

○試合の 2日後（48時間後）までに「陽性者の発生」の報告があった場合は、この時点で大会の開催を停止する。保健所の指示により、同一の試合会場を利用した

もの全員の健康チェックシートを保健所に提出し、濃厚接触者であったかどうかの確認を行う。影響範囲を確認したうえで、再開を検討する。再開が困難な場合

は大会を中止する。 

○体調不良者または濃厚接触者が発生した場合で、参加不可のチームの試合がある場合、当該試合について日程の延期を検討する。検討の結果、延期が不可能な場

合、当該試合の対戦相手の不戦勝とする。 

○勝ち上がる予定のチームが辞退となった場合は、試合不成立となり、当該試合の対戦相手の不戦勝とする。 

○対戦した相手チームから、対戦後体調不良者が出た場合は、この限りではない。 

対戦相手の体調不良者が PCR 検査を実施  →  結果が出るまでは活動不可 

対戦相手の体調不良者が PCR 検査陰性   →  活動可能 

対戦相手の体調不良者が PCR 検査陽性   →  活動不可  →  保健所の指示で対応 

対戦相手の体調不良者が PCR 検査実施なし →  活動可能 

※PCR 検査の実施の有無に関しては、受診した医療期間の指示に従うこと。 

【個人】 

濃厚接触者の発生 

【チーム】 

４８時間前までの 

チーム活動の確認 

＜活動していた＞ 

チーム活動の２日間休止 

１４日間の自宅待機後 

活動再開可（体調を考えて） 

PCR検査の有無 PCR検査実施 陽性 
陽性反応が出た場合の

フローを参照 

陰性 PCR検査なし 

試合まで４８時間以内の場合 

試合参加を自粛 

＜活動していない＞ 

チーム活動継続可能・大会参加可能 



＜参加費の返金について＞ 

・基本的な考え方として、「試合を 1つでも行った場合は、返金をしない」「試合を行っていない場合は、返金をする」とします。 

・返金の方法については、該当チームにメールでお知らせします。 

【出場を取り消して返金の対象となるチームの一覧】 

時期 全額返金 返金なし 備考 

大会前 全チーム ／ 全チーム、試合をしていない 

大会中 試合をしていないチーム 試合をしたチーム 一試合でも試合をすれば返金はない 

大会後 ／ 全チーム 全チーム、試合をしている 

 

＜そのほか＞ 

・運営者が陽性／濃厚接触者となった時には、別の人員を設けて開催する。どうしても開催に支障をきたす場合、大会を中止する。 

・審判に陽性／濃厚接触者があり、審判の準備ができない場合、大会を中止にする。 

・帯同審判が体調不良や濃厚接触者となった場合は、チームの責任において代わりの帯同審判を依頼する。大会当日においても同じ対応とする。 

・陽性／濃厚接触者の家族、保護者は選手の送迎を避ける。 

・開催地の自治体の要請で、大会を中止することがある。 

・コーチライセンスを持つコーチが参加できない場合に関しては、「コーチ不在の場合の対応」を参照ください。 

 【JBA ホームページ：指導者：各大会におけるコーチライセンスの適用について】 

http://www.japanbasketball.jp/wp-content/uploads/coach_licenseStandard_info01_20170401.pdf 

http://www.japanbasketball.jp/wp-content/uploads/coach_licenseStandard_info01_20170401.pdf

